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余島野外活動センター

神戸ＹＭＣＡ
年間聖句

わたしがあなたがたを愛したように、
あなたがたも互いに愛し合いなさい。
（ヨハネによる福音書　13：34）

Nov・Dec・Dec

今
年
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
は

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
め
ざ
す
」

集
会
と
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
委
員
会

と
Ｙ
ｅ
ｓ
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行

委
員
会
が
合
同
祈
祷
週
に
合
わ
せ

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

核
兵
器
廃
絶
は
長
い
間
不
可
能

と
さ
れ
、
特
に
「
９
．11
」
以
降

は
絶
望
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
「
核
兵
器
使
用
に
道
義
的
責

任
が
あ
る
（
２
０
０
９
．４
プ
ラ

ハ
）」「
核
な
き
世
界
を
め
ざ
す

（
２
０
０
９
．９
国
連
総
会
）」
と

い
う
オ
バ
マ
大
統
領
の
発
言
は

大
き
な
感
動
と
希
望
を
呼
び
起
こ

し
、
今
新
た
な
流
れ
が
生
ま
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
日
本

で
は
？
今
回
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち
や
若
い
世

代
と
と
も
に
核
兵
器
の
な
い
世

界
を
め
ざ
す
こ
と
を
心
に
刻
む

集
会
に
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。

講
師
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・

リ
ー
パ
ー
さ
ん
は
２
０
０
７
年

４
月
、
世
界
に
向
け
た
核
兵
器

廃
絶
発
信
を
期
待
す
る
秋
葉
広

島
市
長
の
懇
請
を
受
け
㈶
広
島

平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
（
広
島
原

爆
資
料
館
を
運
営
）
理
事
長
に

就
任
。
父
デ
ィ
ー
ン
・
リ
ー

パ
ー
氏
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
協
力
主
事

と
し
て
活
躍
、
１
１
５
５
名
の

死
者
を
出
し
た
洞
爺
丸
事
故

（
１
９
５
４
．９
）
で
救
命
胴
衣

を
他
者
に
譲
り
、
自
ら
は
犠
牲

と
な
っ
た
こ
と
が
三
浦
綾
子
の

小
説
「
氷
点
」
で
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

当
日
は
リ
ー
パ
ー
氏
の
講
演

の
ほ
か
、
被
爆
者
に
よ
る
証
言
、

広
島
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
音

楽
劇
「
Ｉ　

Ｐ
Ｒ
Ａ
Ｙ
」
も
披

露
さ
れ
ま
す
。

日
時
：
11
月
28
日
㈯

　
　

午
後
3
時
〜
5
時
30
分

会
場
：
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団

神
戸
栄
光
教
会（
県
庁
前
）

参
加
費
無
料

11/ 4（水）他全3回 18：30-20：00 神戸市青少年会館
難民セミナー：若野綾子氏 他　要予約078 -241 -7204

11/ 9（月）朝祷会 7：00- 8：30 神戸ＹＭＣＡチャペル
奨励：大塚　章信氏 朝食代800円

11/10（火）礼拝 9：00-10：00 神戸ＹＷＣＡチャペル
奨励：片柳　弘史牧師
　 講演会 10：30-12：00 神戸ＹＷＣＡチャペル
講師：片柳　弘史牧師 参加費1,000円

11/28（土）講演会 15：00-17：30 神戸栄光教会
講師：スティーブン・リーパー氏

～　プログラム　～

世界ＹＭＣＡ／ＹＷＣＡ　合同祈祷週
２００９年１１月８日―１４日
いま、地球市民として生きるために

２
年
前
、
学
園
都

市
校
で
担
当
し
た

小
学
生
対
象
の
英

会
話
の
授
業
は

様
々
な
こ
と
を
私

に
教
え
て
く
れ

た
。
個
人
差
は
多

分
に
あ
る
が
、
小
学
校
低
学
年

生
、
高
学
年
生
、
中
学
生
と
で

は
、
異
な
る
英
語
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
◆

低
学
年
生
は
英
語
の
リ
ズ
ム
・
音

声
を
楽
し
む
一
方
で
、
高
学
年
生

は
英
語
の
意
味
や
仕
組
み
、
さ
ら

に
は
英
語
を
通
し
て
新
た
な
世
界

を
知
る
こ
と
を
、
心
か
ら
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
た
と

え
ば
、〝O

ct

〞
は
数
字
の
〝
８
〞

を
表
す
こ
と
、
し
か
し
暦
を
変
え

た
時
に
〝O

ctober

〞
は
２
ヶ
月

ず
れ
て
〝
10
月
〞
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
な
ど
、
目
を
輝
か
せ

て
聞
き
な
が
ら
、
１
つ
を
知
る
と

次
々
に
質
問
が
飛
ん
で
く
る
。
低

学
年
か
ら
継
続
し
て
い
る
生
徒
が

ほ
と
ん
ど
で
、
前
述
の
内
容
を
英

語
で
説
明
し
て
も
理
解
で
き
る
ま

で
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
も
驚
き

で
あ
っ
た
◆
中
学
生
対
象
の
授
業

で
は
、
各
国
の
文
化
や
タ
ブ
ー
に

つ
い
て
の
ク
イ
ズ
大
会
や
、
日
本

の
風
習
を
説
明
す
る
発
信
型
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
行
っ
た
。
思
わ

ぬ
タ
ブ
ー
に
驚
き
つ
つ
、
理
由
が

わ
か
っ
て
う
な
ず
い
て
い
る
生
徒

の
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
◆
学
習

の
段
階
で
、
音
声
、
意
味
・
構

造
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
な
ど
、

で
き
る
こ
と
は
異
な
っ
て
い
る

が
、
各
自
が
各
段
階
で
楽
し
め
る

こ
と
を
積
極
的
に
見
つ
け
て
い
る

よ
う
に
感
じ
た
。
そ
の
力
を
邪
魔

せ
ず
、
伸
ば
し
、
新
た
な
楽
し
み

を
紹
介
す
る
こ
と
が
、
教
員
の
仕

事
な
の
だ
と
教
え
ら
れ
た
◆
私
が

高
校
生
科
に
通
っ
て
い
た
頃
に
教

え
て
い
た
だ
い
た
高
橋
先
生
、
橋

本
先
生
、
原
田
先
生
は
、
私
の
発

達
の
段
階
に
合
わ
せ
て
、
英
語
に

と
ど
ま
ら
ず
、
音
楽
・
落
語
・
人

生
と
次
の
世
代
に
英
語
を
教
え
る

楽
し
み
を
、
今
も
教
え
、
支
え
続

け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。

（
吉
田　

桂
子
）

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
セ

Ｙ
Ｍ

Ａ
セ

Ｃ
Ｍ
Ｃ

セ
ミ
ナ
ー

セ
ミ

ー
ナ

「
今
、
逃
し
て

今

逃
しし
て

「

逃

今
、

て
は
な
ら
な

な
は
な
ら
なな

て

ら
な

な
は
な

い
平
和
へ
の

平
和

い
平
和
へ
のの

い

へ

平
和

の
チ
ャ
ン
ス
」

ャ
ン

チ
ャ
ン
ス
」

の
チ

ス

チ
ャ

ス
テ
ィ
ー
ブ

ィ
ー

テ
ス
テ
ィ
テ

ー
ブブ
ン
・
リ
ー
パ
ー

ブ
ン
・
リ
ー
パ

ブ

パ
ー
氏
講
演演
講

ー
氏
講
演

氏
講

パ

〜
Ｙ
ｅ
ｓ
！
ｓ
！

ＹＹ

！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ペ
ー

！
キ

ン

ー
ン
ー
ン
in
神
戸
〜
戸
〜

神神

　「ＹＹ」とは、ワイズメンズクラブの「Ｙ」とＹＭＣＡの「Ｙ」です。
　今回は、ＹＭＣＡに共に連なる会員、ワイズ、メネット、ボランティアリー
ダー、職員が集まり、「世の中が元気に明るくなるために、ＹＭＣＡは何
ができるのか」というテーマで語り合います。素晴らしいアイデアは、ユー
ス委員会のプロジェクトとして実現に向けて取り組みたいと思います。「Ｙ
ＭＣＡ発！世の中が明るく元気になるプロジェクト！」を共に創ろうでは
ありませんか。

（2009年度ＹＹフォーラム実行委員会　松崎宏紀）

　　　日　時　　2010年 1月 9日（土）　13：00～ 18：00
　　　会　場　　神戸ＹＭＣＡ三宮会館　（参加費無料）
　　　主　催　　神戸ＹＭＣＡ・ワイズメンズクラブ六甲部
　　　企　画　　神戸ＹＭＣＡユース委員会

お申込み、お問い合わせ
　　　　【神戸ＹＭＣＡ本部事務局】 電　話　078-241-7201

ＦＡＸ　078-241-7479

Ⅰ . キャロリング　　教会会会や街角でクリスマスキャロルを歌いクリスマスやや マス角でクや街角街 マスリ 会場へ
　　　　<北野コース>ス> １７：２０　北野町広場集合７：２ 北野町７： 野町広０ 北北野野
　　　　<元町コース>>> ７：２０　大丸神戸店前集合１７ ２０　大丸神戸１ ：２ 丸神神戸店： 丸　
Ⅱ . 子どもプログラム １８：００～パネルシアター・クラフト・：０ パネ００～パ～パネルシ１８： ルシアパネル１ ～パネルシ８

　　　　　　キャンドルアート　　　　　　キャンャンドルキ　　 ン
Ⅲ . ほっとタイムムムム １８：００～ホットドリンクコーナー 他１８：００～～ホットドリドリンクットッ１８：００～ホホッ ン００
Ⅳ . 祈りと祝福の祝福のとときき １９：３０～クリスマスメッセージ・０３ リ：３１９ スマスメ１９：３０～クリス０

　　　　　クリスマス曲の合唱 など　　　　　　クリ　　　　　クリスリ

　　お問い合わせ 神戸市民クリスマス委員神神戸市民クリスマス民戸 ス民クリスマ市民神 民クリス戸市 スマ神 ク 委員会会
ＴＥＬ ０７８－２４１－７２０１ＴＥＬ ０７８－Ｌ Ｅ ０７８０ ４１－７

（神戸ＹＭＣＡ内）

2009年度神戸YMCA新春YYフォーラム
～ＹＭＣＡ発！世の中を明るく元気にするプロジェクト！～
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今
年
も
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
募
金
強
化
月

間
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
募
金
は
、

世
界
の
国
と
地
域
に
ひ
ろ
が
る
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、
す
べ
て
の
人
び
と
が
国
・
民

族
・
宗
教
の
ち
が
い
を
認
め
合
い
、

平
和
に
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
世
界
を
つ
く
り
だ
す
た

め
の
国
際
協
力
・
地
域
奉
仕
活
動

に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
中
国
・
四
川
の
大
地
震
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
サ
イ
ク
ロ
ン
と
い

う
大
き
な
自
然
災
害
へ
の
取
り
組

み
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
も

多
発
し
て
い
る
自
然
災
害
へ
の
取

り
組
み
が
大
き
な
焦
点
に
な
り
そ

う
で
す
。
す
で
に
国
内
の
台
風
９

号
に
よ
る
豪
雨
災
害
、
国
外
の
台

風
８
号
・
16
号
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

ス
マ
ト
ラ
地
震
、
サ
モ
ア
諸
島
地

震
と
大
災
害
が
続
き
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

で
は
災
害
被
災
地
支
援
の
た
め
の

募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
地
域
に
あ

る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
と
り

わ
け
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
継

続
的
な
心
の
ケ
ア
が
行
え
る
よ
う
、

中
長
期
的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
「
人
を
育

て
る
（
い
の
ち
を
育
む
）」
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
心
に

は
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
私
た
ち
の
希
望
で
あ
り
、

大
切
な
存
在
で
す
。
そ
の
子
ど
も

た
ち
が
笑
顔
に
溢
れ
、
自
ら
の
価

値
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
、
私
た
ち
は
守
り
支
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
も
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
地
域
の
人
び

と
と
と
も
に
寄
り
添
い
、
互
い
に

支
え
あ
う
こ
と
が
で
き
る
活
動
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
日
頃
、
諸
活
動

を
通
し
て
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
願
い
」

を
実
現
す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
神
戸
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
で
は
、「
こ
ど
も
と
若
者
の
い

の
ち
が
光
り
輝
く
よ
う
に
」
と
い

う
願
い
の
も
と
「
人
を
育
て
る
」

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
と
人

と
の
交
流
か
ら
学
び
あ
い
、
互
い

に
理
解
す
る
こ
と
で
心
の
成
長
を

目
指
し
ま
す
。

　

世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
貧
困
、

災
害
、
紛
争
な
ど
、
困
難
な
暮
ら

し
を
強
い
ら
れ
て
い
る
地
域
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
現
地
の
声
に
耳
を
傾

け
、
本
当
に
そ
こ
で
「
必
要
な
活

動
」
と
は
何
か
を
問
い
な
が
ら
、

彼
ら
と
と
も
に
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
困
難
な
環
境
の
中
で
も
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
い
の
ち
が
光
り

輝
く
よ
う
に
願
う
こ
と
が
、
神
戸

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
す
べ
て
の
人
び
と
が
い

き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

世
界
を
願
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
国
際
協
力
募
金
全
体

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
目
的
の
た

め
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

１
海
外
／
国
内
の
災
害
緊
急
支
援

２
ア
ジ
ア
の
農
村
支
援

３
ア
フ
ガ
ン
・
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民

支
援

４
海
外
か
ら
の
就
学
生
支
援

５
定
住
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
支
援

６
エ
イ
ズ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

７
国
際
分
野
の
指
導
者
育
成

８
開
発
・
国
際
理
解
教
育

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
願
い

「
自
分
の
い
の
ち
と
み
ん
な
の
い

の
ち
を
大
切
に
す
る
こ
と
」

「
家
族
、
地
域
の
ひ
と
り
と
し
て

責
任
が
あ
る
こ
と
」

「
世
界
と
地
球
を
見
つ
め
、
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
」

「
す
こ
や
か
な
心
と
身
体
を
育
む

こ
と
」

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
こ
れ
ら
を
実

現
す
る
た
め
に
「
思
い
や
り
」「
誠

実
さ
」「
尊
敬
心
」「
責
任
感
」
を

す
べ
て
の
場
面
で
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

10
月
14
日
（
水
）

ジ
ャ
パ
ン
メ
モ
リ
ア
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

参
加
者
61
名

収　

 

益
：
２
６
１
、３
４
９
円

参
加
者
名

足
立
康
幸 

飯
田
義
雄 

猪
飼
惇
二

上
野
恭
男 

大
久
保
忠
彦 

大
久
保
淑
子

大
島　

工 

大
田
靖
之 

太
田
容
子

小
笠
原
美
根 

奥
山
泰
仁 

尾
崎　

伸

長
内
建
佑 

尾
上
尚
司 

柏
原
佳
子

加
藤
光
信 

功
力
正
士 

黒
崎
敬
三

合
田
純
二 

米
谷　

収 

島
田　

恒

杉
村　

肇 

鈴
木
英
治 

武
内
浩
子

武
田
寿
子 

多
胡
葉
子 

谷　

紳
一

民
谷　

清 

堂
本
将
司 

中
尾
英
輔

中
村　

剛 

中
村
忠
嘉 

楢
林　

平

西
田　

勉 

橋
本
正
晴 

濵　

浩
一

東
野
幸
一 

広
瀬
一
雄 

藤
井
良
治

堀　

岩
夫 

堀
江
裕
一 

前
田
邦
子

松
田
吉
陽 

松
本
文
男 

丸
山
悦
治

水
野
雄
二 

満
田
和
枝 

三
宅　

敬

安
行
英
文 

山
口
政
紀 

山
口
洋
子

山
本
克
己 

山
本
常
雄 

山
本　

毅

吉
田　

透 

吉
田
恵
美 

吉
野
泰
史

米
田
喜
美 

米
田
准
三 

和
田
智
子

和
田
貞
雄 

石
岡　

健 

阪
根　

新

澤
山
八
郎 

二
宮
英
喜（

敬
称
略
・
順
不
同
）

【
第
21
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
】

感   

謝

遠
藤　

浩 

武
田
寿
子 

中
條
道
雄

下
村
俊
子 

江
原
伯
陽 

清
水
泰
人

富
川
和
彦 

濵　

浩
一 

上
杉　

徹

近
江
岸
建
助
ご
遺
族

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
寄
付
金
】

　お近くのＹＭＣＡへ募金をお届けください。またお振込みも可能です。
募金期間：2009年８月28日～ 12月31日
銀行口座：三井住友銀行三宮支店
口座番号：普通預金　NO.3136953
口座名義：神戸YMCA
　　　　　振込人のお名前の前に「タイフウ」とお書きください。
お問合せ：国際・奉仕センター　℡ 078 -241 -7204

　今夏、８月９日に発生した台風９号では、兵庫県西北部を中心として多数の家屋が床
上浸水、倒壊する等の水害などによる被害を受けました。報道によると兵庫県内の死者
は20名、佐用町では居住被害がおよそ2,000棟にのぼりました。（９月11日消防庁情報）
　被災地からは、水・食糧供給や医療サービス、全壊・半壊家屋の片付け等緊急支援
の様子が伝えられてきましたが、今後は高齢者や子どもたちの心身への影響が非常に
懸念されます。仮設住宅での生活、住宅再建、心身の疲労など、復興への道のりは厳
しく全国からの温かい支援が不可欠です。
　神戸ＹＭＣＡでは皆様からのご支援により、佐用町の子どもたちが被災地を一時離
れて冬休みの楽しい体験ができるよう、クリスマスキャンプを実施します。子どもた
ちの笑顔が取り戻されるように、ご協力をよろしくお願い申しあげます。

A Special gift for children
～台風９号被災地児童招待キャンプ～

　賀川は、アメリカ留
学から帰国後、労働者
や農民の貧困を打開す
べく、労働組合運動の
展開や農民組合創立を
指導していきます。神
戸ＹＭＣＡでも労働者
大会（1917年）や農民
組合創立大会（1922年）
が行われ、賀川の講演には、路上にあふれるほどの
聴衆が集まったとされています。1923年の関東大震
災時には、市内の教会に呼びかけて集めた支援物資
を神戸ＹＭＣＡに集約し、震災救援事業の座長と
して東京へ向かいます。東京ＹＭＣＡと連携しなが
ら、一時的な支援ではなく、住民自らの手による長
期的な復興支援をおこなったのです。

賀川豊彦献身100年記念コラム④

～賀川豊彦とＹＭＣＡ～

〜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
募
金
〜

か
け
が
え
の
な
い
い
の
ち
と
平
和
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学
生
の
頃
よ
り
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
、
社

会
人
に
な
っ
た
現
在
は
ユ
ー
ス
委
員
と
し

て
、
ま
た
神
戸
ポ
ー
ト
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
一
員
と
し
て
、
ご
本
人
曰
く
「
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
活
動
に
病
み
付
き
」
に
な
っ
て
い

る
森
恭
子
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

届
け
し
ま
す
。

　

「
こ
く
さ
い
の
ま
ど
」
に
つ
い
て
。
私

の
「
国
際
の
窓
」
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

私
の
窓
は
、
大
き
す
ぎ
ず
自
分
の
背
丈
に

あ
っ
た
ち
ょ
う
ど
い
い
大
き
さ
の
窓
で

す
。
窓
は
、
く
も
り
ひ
と
つ
な
い
透
明
な

き
れ
い
な
ガ
ラ
ス
で
、
外
が
よ
く
見
え
ま

す
。

　

そ
の
窓
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
な
景
色

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
雄
大
な
自

然
や
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
。
珍
し
い
食
べ

物
。
お
い
し
そ
う
な
食
卓
。
見
慣
れ
な
い

町
並
み
や
、
建
物
。
理
解
で
き
な
い
言
語

も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
太
陽
、
お
月
様
は

い
つ
で
も
力
強
く
き
れ
い
に
見
え
ま
す
。

私
は
、
こ
の
窓
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
世
界
を

見
て
、
時
に
は
そ
の
土
地
の
に
お
い
を
感

じ
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
の
が
と
て
も
好
き
で

す
。

　

時
々
、
窓
か
ら
見
え
る
人
た
ち
が
あ
ま

り
に
楽
し
そ
う
で
、
景
色
が
と
て
も
き
れ

い
で
、
窓
の
外
の
様
子
を
知
り
た
く
な

り
、
た
ま
ら
ず
窓
を
超
え
る
時
が
あ
り
ま

す
。
何
度
か
窓
を
超
え
て
み
ま
し
た
。
窓

を
超
え
る
こ
と
は
以
外
に
簡
単
で
、
実
際

に
人
々
の
笑
顔
に
触
れ
、
水
タ
バ
コ
を

吸
っ
て
み
た
り
、
食
卓
を
囲
ん
で
み
た

り
、
買
い
物
を
し
た
り
、
窓
の
外
が
自
分

に
と
っ
て
、
と
て
つ
も
な
く
興
味
溢
れ
る

世
界
で
あ
り
、
益
々
好
き
に
な
っ
て
い
く

の
が
わ
か
り
ま
す
。

　

窓
を
超
え
た
私
は
、
そ
の
話
を
誰
か
に

伝
え
た
く
て
、
リ
ー
ダ
ー
会
の
活
動
で
子

ど
も
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
た
り
、

窓
の
外
か
ら
来
て
い
る
留
学
生
と
交
流
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
窓
か
ら
見
え
る
景
色
は
目
を

疑
う
も
の
、
見
た
く
な
い
光
景
を
目
に
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
楽
し
そ
う
に
は

し
ゃ
ぐ
子
ど
も
た
ち
を
よ
く
見
る
と
、
愛

国
心
の
あ
ま
り
相
対
す
る
国
の
国
旗
を
踏

ん
で
い
た
り
、
人
が
人
を
排
除
す
る
た
め

の
検
問
所
や
乗
り
越
え
る
こ
と
の
で
き
な

い
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
が
目
の
前

に
立
ち
ふ
さ
が
っ
て
い
た
り
、
銃
弾
や
破

壊
さ
れ
た
街
の
景
色
が
あ
っ
た
り
。
様
々

な
状
況
で
、
人
々
が
懸
命
に
生
き
よ
う
と

す
る
様
子
を
目
に
す
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
時
々
、
希
望
を
失
い
か
け
た

悲
し
い
目
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
様
々
な
状
況
に
出
く
わ
し
た

私
は
、
問
題
や
状
況
は
違
え
ど
、
私
の
身

近
に
も
同
様
に
立
場
の
弱
い
人
々
が
同
じ

社
会
で
と
も
に
生
き
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
す
。
そ
し
て
、「
国
際
の
窓
」
が
果

た
す
べ
き
役
割
は
何
か
、
と
考
え
ま
す
。

答
え
は
ひ
と
つ
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
今
の
私
が
で
き
る
こ
と
は
、
少
し
で

も
多
く
の
人
に
こ
の
窓
か
ら
の
様
子
を
伝

え
、
語
り
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
あ
な
た
の
「
こ
く
さ
い
の
ま

ど
」
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
景
色
が
見
え
る

の
で
し
ょ
う
？

　神戸YMCAの二つ目の
ハンドベルグループDing 
Dong Ringers（ 指 揮 者：
阿部 望）が、今夏、台湾
YMCAの依頼により台中、
高雄、台南で開催したチャ
リティー・コンサートは大
いに歓迎され充分な成果を
上げました。その帰国直
後、大きな台風による被害
を受けた台湾の様子に心を痛めたリンガー達の思いは、10月３
日（土）午後６時からの神戸栄光教会でのチャリティー・コン
サートとなりました。ハンドベルのオリジナル曲は勿論、讃美
歌「静けき河の岸辺を」、バレエ音楽「葦笛の踊り」、「朧月夜」
や「アンダー・ザ・シー」などと変化にとんだプログラムで、
会場を埋め尽くした聴衆を魅了しました。当日捧げられた募金
と、それ迄に応じて下さった募金に、自分たちで捧げたものを
も合わせて50万円を超す金額となりました。この全てを義援金
としてお捧げ致しました。ご協力下さった方々、神戸栄光教
会、そしてYMCAスタッフの皆様にも心より御礼申しあげま
す。このことが、神戸YMCAと台湾の方々との友好の絆を強
くする事に繋がればなお嬉しいと思っています。

ディンドン・リンガーズ一同

　1988年、英国での世界大会に初めて参加した頃からのメン
バーは15人中、10人を数えます。円熟味を増して来た「神戸
YMCAベルクワイアー」の味わい深い演奏に導かれて、良
いクリスマスをお迎え下さい。
　 日時：12月23日（祝）午後3：00開演　　指揮：阿部　望
 場所：六甲カトリック教会　入場料：1,500円（小学生以上）
 曲目：きよしこの夜、亡き王女の為のパヴァーヌ、

テイク・ファイブ　他
　お問い合わせは、神戸YMCAウエルネスセンター三宮 迄

シ
リ
ー
ズ　

こ
く
さ
い
の
ま
ど 

⑩

「神戸YMCAベルクワイアー」
クリスマス・コンサートのご案内

総主事　水野雄二

奏鳴曲 No.40
ソナタ

ラマダンの始まる日

　今年の８月22日、余島で迎えたさわやかな朝。食堂では、イン
ドネシア出身のＤ君が留学生の仲間の居並ぶ食卓から離れて、食
堂ロビーの長椅子に手持ち無沙汰な様子で座っていました。日本
語学科の全員で出かけた２泊３日の余島キャンプ。最後の日の朝
の食事の時を迎えていました。
　その前日、私はＤ君から「明日からラマダンが始まるのです。」
と聞いていました。新月から新月までのほぼ１ヶ月、日の出から
日没までは飲み食いができないこと。敬虔な祈りを捧げること。
イスラム教の厳粛な教えを守らなければならないこと。そのよう
に理解していました。この暑い、のどが干上がる余島でラマダン
は耐えられない苦痛を強いられる義務だと思っていました。しか
し、Ｄ君はキラキラ光る黒い眼を輝かして、これはうれしいこ
と、去年のラマダンから無事に生きてこれたことを喜ぶ時だとい
うのです。そして、ラマダンの時は心が洗われる神聖な時だとい
うことでした。だから、つらくはないのです、と。
　翻って、日本の若者はどうでしょうか。いや私たちはどうで
しょうか。あいまいな国「日本」に生まれ育った私たちは、こと
宗教に関しても極めて大雑把な民族だと言われます。クリスマス
を祝いつつ、除夜の鐘も厳かに聞き、そして初詣にも出向くこと
ができる民族です。彼のように神の命に従うことはないのではな
いでしょうか。私たちにとって、神を崇める、神の声を聞く、神
に従うとは何でしょうか。改めて、目に見えない「存在」が私た
ちにどのように働いているかに思索を巡らせます。
　YMCAでは11月には「YMCA/YWCA合同祈祷週」で祈りを合
わせ、「YMCAセミナー」で神に平和を学びます。また、「午餐
会」では「現代の若者と宗教」を考えようとしています。世界に
は多様な「神」との対話がありますが、イスラム教のＤ君から大
切なことを教えられ、多様性に溢れたYMCAにつながる喜びを感
じたひと時でした。

パレスチナ自治区（西岸）分離壁
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☎078（793）7402
☎078（993）1560
☎078（734）0183
☎078（794）3901
☎078（792）1011
☎0798（35）5992
☎078（732）3542
☎078（997）7705

西神戸ＹＭＣＡ
西神南センター
須磨ＹＭＣＡ
ＹＭＣＡ保育園
西神戸ＹＭＣＡ保育園
西宮ＹＭＣＡ保育園
ＹＭＣＡちとせ幼稚園
西神戸ＹＭＣＡ幼稚園

ウエルネスセンター三宮
ＹＭＣＡホームヘルパーの事務所
ランゲージセンター
専門学校
西宮ＹＭＣＡ
三田センター
余島野外活動センター
ウエルネスセンター学園都市

☎078（241）7202
☎078（241）7237
☎078（241）7204 
☎078（241）7203
☎0798（35）5987
☎079（559）0075
☎0879（62）2241
☎078（793）7401

★ ★　個人消息　★ ★

Wellness Center InfomationWellness Center Infomation

■ご逝去■　謹しんでお悔やみ申し上げます
　8/25 　西神戸YMCA保育園　職員（栄養士）柳本　真里
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご祖母様
■採用■　よろしくお願いします
　10/1 　カレッジ　　宮本　麻世さん

9月より日曜日もオープンしています！
【オープン時間】マシン・体育館　10：00～17：00
　　　　　　　　　　　　プール　13：00～17：00
  「週末にしか運動できない」という方に朗報です。
　ウエルネスセンター三宮では９月より日曜日もオープン（第３日曜

西宮 ファミリースマイルデイキャンプ
　淡路島でファミリーデイキャンプを実施しました。
　素晴らしい秋晴れの空の下、９組35名が岩屋へ集合、自己紹介ゲー
ムをしたり、淡路島産の肉・海鮮を使ったBBQをしました。家族対抗
釣り大会では、あじ・さばが入れ食い状態。釣り大会の表彰式で一日
を終えました。「親の笑顔は家族の笑顔」親も子も、うれしい表情が
いっぱいのとても楽しい一日となりました。

■クリスマスカードコンテスト
　◆対象：幼児（３～５歳児）および小学生
　◆応募締切：12月５日（土）必着（サイズ規定があります。お問い合わせのうえご応募下さい。）
　◆作品送付先：〒650 -0001  神戸市中央区加納町2-7 -15
　　　　　　　　　　　　　  神戸YMCA三宮ブランチ　クリスマスカードコンテスト事務局　宛
　◆作品展示：12月14日（月）～12月19日（土）　神戸ＹＭＣＡ三宮会館１階にて   
　　　　＊同期間、神戸YMCAホームページにも掲載されます。
　◆お問い合わせ：神戸YMCAウエルネスセンター三宮
   TEL：０７８－２４１－７２０２　
   担当：岩井・小菅　宛

Healthy Kids DayHealthy Kids Day

三宮 秋のヘルシーキッズ＆ファミリーキャンプ in 余島
　秋の余島でファミリーキャンプを実施しました。
　到着後すぐ、桟橋から魚を狙います。「釣りマスター」森口船長と
木村さんは、チヌとハネ（スズキ）狙い。日が傾きはじめた頃には、
チヌ・セイゴ・鯛の子・ベラ・フグ・アジ・ガシラと大小様々の釣果
がありました。夕食は野外で、釣った魚の塩焼き・チヌの塩釜・鯛の
子の鯛めし、木村さんが前日釣ったアオリイカの刺身と網焼きもいた
だきました。
　２日目も桟橋や象ヶ鼻で日の出を迎えながらの朝釣りで始まりま
す。ベラとフグの大漁で、朝からフグの湯引きをポン酢でおいしくい
ただきました。朝食後は散策、ヨット・カヌー・アーチェリー・森の
エレベーター、釣りと思い思いにゆったり過ごし、心も体も健やかに
なりました。

ウエルネス
センター三宮

■ご結婚■　おめでとうございます
　9/3 　西神戸ブランチ　準専任講師　大津　創さん
 　　　　　　　　　　　お相手　佐古　美枝さん
　11/8 　西宮YMCA保育園　職員（保育士）　辻　夏子さん
 　　　　　　　　　　　　　　お相手　小澤　篤志さん

10/11（日）－12（月・祝）

西宮YMCA
9/20（日）

日を除く）しています。活動区分にも「土日会員」を新設、11：30～
12：00には「スタッフオリジナルプログラム」、13：00～14：00には「お
たのしみプログラム」と称してインストラクターによる週替りのプロ
グラムを行っています。


